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今月の表紙　暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会
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（３０日券は購入日より３０日間乗り放題）
※こども料金は中学生以下が対象
※シニア料金は６０歳以上が対象

①シーズン券、３０日券購入予定の方は、
　“必ず”写真を持参してください。
②お迎えは、“必ず”１７：００までに来る
　ようお願いします。
③ロッジ内では“必ず”マスクの着用及び
　入口での手指消毒をお願いします。
④リフトに乗るときは、“必ず”係員の指
　示に従ってください。

注 意 事 項

ビギナーからエキスパートまで楽しめるスキー場ビギナーからエキスパートまで楽しめるスキー場

無料スキーバスも運行！！

無料スキーレンタルもあります！

様々なイベントも予定！！

シーズン券の購入者全員に特典があります！！
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１,５００円

１,０００円

１８,０００円

７,５００円

　暑寒別岳連山の雪山が日本海に向かって続く絶景。日本海を眼下に望む爽快なロケーション。
　市街から約７ｋｍ離れた暑寒別岳スキー場は、標高も高く市街よりも３℃ほど気温が低くなってお
り、さらさらなパウダースノーが降り積もります。
　整備されたゲレンデには、ビギナーやファミリーからエキスパートまでが楽しめる６コースがあり
ます。その中でも、「ダイナミックコース」は全日本スキー連盟公認のコースです。
　２基あるリフトもどちらもペアタイプで、小さなお子様や初心者の方でも安全に楽しめます。
　休憩には、１５０名収容できる北欧風ロッジで暖かくゆっくりとした時間を過ごすこともできます。

Mt.syokanbetsu skiing ground
暑寒別岳スキー場特 集

１２
１０：００～ オープン！
１８月 日（土）

昨年度大好評
により、

今年度も実施
！！

オープン初日は“無料”で滑り放題！

お得なこども１日券特割プラン！！

　オープン初日は、いきなりお客様感謝デーという
ことで『リフト券無料』のサービス！つまり、“タダ”
で滑り放題です！
　是非この機会に暑寒別岳スキー場へ！！
※オープンを延期した場合も同様に初日が無料にな
　ります。

　通常、１,５００円のこども（中学生以下）１日券が、
『１２月２５日（土）～１月２３日（日）』までの期
間１,０００円となり、お得になります！
　冬休みは暑寒別岳スキー場へ行こう！！

おとな

１回券

１１回券

１日券

ナイター券

シーズン券

３０日券

こども シニア

【リフト料金のお知らせ】【スキー場営業のお知らせ】

年末年始営業は
１２月３１日１５：００ CLOSE  １月１日は休業します

《営業期間》

【スキー場ロッジ食堂営業のお知らせ】
《営業時間》

《営業時間》

令和３年１２月１８日（土）
　　　　　　　　  ～令和４年３月１３日（日）

《３月平日》　OPEN　13：00　▶　CLOSE　21：00
《３月土曜》　OPEN　10：00　▶　CLOSE　21：00
《３月日曜》　OPEN　  9：30　▶　CLOSE　17：00

平　　日　OPEN　11：00　▶　CLOSE　16：00
ナイター　OPEN　11：00　▶　CLOSE　20：00
３月平日　OPEN　13：00　▶　CLOSE　18：00

ナイター営業日（１月・２月の金・土） CLOSE　21：00
日曜・祝日　OPEN　 9：30

ＯＰＥＮ　１０：００　▶　ＣＬＯＳＥ 17：００

〒０７７ー０２１６　増毛郡増毛町暑寒沢６９８番地１
ＴＥＬ&ＦＡＸ　５３ー３００２
（役場内連絡先：商工観光課　☎５３ー３３３２）

増毛町暑寒別岳スキー場

　留萌合同庁舎前から発着している無料送迎
バスが１月２日（日）～２月２７日（日）までの
土日祝日限定で運行しています。
　詳しくは、広報ましけ１月号にてお知らせ
します。

１／１０（月） お客様感謝デー
　　　　　  （リフト乗り放題 1,000 円！）
２／１３（日） 第１６回暑寒別岳スキー場まつり
３／１３（日） 第１１回ＧＳＬ大会

　昨年度に引き続き事前予約の受付はしませんので、オープン後に
直接スキー場券売窓口でお買い求めください。

《購入特典》　『ロッジ食堂お食事券　６００円×２枚』
おとな　24,000 円 シニア　18,000 円　　こども　12,000 円

　手ぶらで来ても楽しめる『無料スキーレン
タル』を行っています。
　スキー板、スキーブーツ、ストックの３点
セットを無料で貸し出していますので、道具
がなくても楽しめます！

お得なスタンプカードも！
　回数券または１日券を購入するごとにス
タンプを１個押します。１０個貯まると１
日券と交換できるお得なスタンプカード！

広報ましけ　2021.12 2



（３０日券は購入日より３０日間乗り放題）
※こども料金は中学生以下が対象
※シニア料金は６０歳以上が対象

①シーズン券、３０日券購入予定の方は、
　“必ず”写真を持参してください。
②お迎えは、“必ず”１７：００までに来る
　ようお願いします。
③ロッジ内では“必ず”マスクの着用及び
　入口での手指消毒をお願いします。
④リフトに乗るときは、“必ず”係員の指
　示に従ってください。

注 意 事 項

ビギナーからエキスパートまで楽しめるスキー場ビギナーからエキスパートまで楽しめるスキー場

無料スキーバスも運行！！

無料スキーレンタルもあります！

様々なイベントも予定！！

シーズン券の購入者全員に特典があります！！
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　暑寒別岳連山の雪山が日本海に向かって続く絶景。日本海を眼下に望む爽快なロケーション。
　市街から約７ｋｍ離れた暑寒別岳スキー場は、標高も高く市街よりも３℃ほど気温が低くなってお
り、さらさらなパウダースノーが降り積もります。
　整備されたゲレンデには、ビギナーやファミリーからエキスパートまでが楽しめる６コースがあり
ます。その中でも、「ダイナミックコース」は全日本スキー連盟公認のコースです。
　２基あるリフトもどちらもペアタイプで、小さなお子様や初心者の方でも安全に楽しめます。
　休憩には、１５０名収容できる北欧風ロッジで暖かくゆっくりとした時間を過ごすこともできます。

Mt.syokanbetsu skiing ground
暑寒別岳スキー場特 集

１２
１０：００～ オープン！
１８月 日（土）

昨年度大好評
により、

今年度も実施
！！

オープン初日は“無料”で滑り放題！

お得なこども１日券特割プラン！！

　オープン初日は、いきなりお客様感謝デーという
ことで『リフト券無料』のサービス！つまり、“タダ”
で滑り放題です！
　是非この機会に暑寒別岳スキー場へ！！
※オープンを延期した場合も同様に初日が無料にな
　ります。

　通常、１,５００円のこども（中学生以下）１日券が、
『１２月２５日（土）～１月２３日（日）』までの期
間１,０００円となり、お得になります！
　冬休みは暑寒別岳スキー場へ行こう！！

おとな

１回券

１１回券

１日券

ナイター券

シーズン券

３０日券

こども シニア

【リフト料金のお知らせ】【スキー場営業のお知らせ】

年末年始営業は
１２月３１日１５：００ CLOSE  １月１日は休業します

《営業期間》

【スキー場ロッジ食堂営業のお知らせ】
《営業時間》

《営業時間》

令和３年１２月１８日（土）
　　　　　　　　  ～令和４年３月１３日（日）

《３月平日》　OPEN　13：00　▶　CLOSE　21：00
《３月土曜》　OPEN　10：00　▶　CLOSE　21：00
《３月日曜》　OPEN　  9：30　▶　CLOSE　17：00

平　　日　OPEN　11：00　▶　CLOSE　16：00
ナイター　OPEN　11：00　▶　CLOSE　20：00
３月平日　OPEN　13：00　▶　CLOSE　18：00

ナイター営業日（１月・２月の金・土） CLOSE　21：00
日曜・祝日　OPEN　 9：30

ＯＰＥＮ　１０：００　▶　ＣＬＯＳＥ 17：００

〒０７７ー０２１６　増毛郡増毛町暑寒沢６９８番地１
ＴＥＬ&ＦＡＸ　５３ー３００２
（役場内連絡先：商工観光課　☎５３ー３３３２）

増毛町暑寒別岳スキー場

　留萌合同庁舎前から発着している無料送迎
バスが１月２日（日）～２月２７日（日）までの
土日祝日限定で運行しています。
　詳しくは、広報ましけ１月号にてお知らせ
します。

１／１０（月） お客様感謝デー
　　　　　  （リフト乗り放題 1,000 円！）
２／１３（日） 第１６回暑寒別岳スキー場まつり
３／１３（日） 第１１回ＧＳＬ大会

　昨年度に引き続き事前予約の受付はしませんので、オープン後に
直接スキー場券売窓口でお買い求めください。

《購入特典》　『ロッジ食堂お食事券　６００円×２枚』
おとな　24,000 円 シニア　18,000 円　　こども　12,000 円

　手ぶらで来ても楽しめる『無料スキーレン
タル』を行っています。
　スキー板、スキーブーツ、ストックの３点
セットを無料で貸し出していますので、道具
がなくても楽しめます！

お得なスタンプカードも！
　回数券または１日券を購入するごとにス
タンプを１個押します。１０個貯まると１
日券と交換できるお得なスタンプカード！

広報ましけ　2021.123
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「ロープワーク・
　ワークショップ」に挑戦

10／19
（火）

１０／２０
（水） 桜が似合うまち！増毛町！

～桜の植樹祭～～ましけキッズ探検隊２０２１ ピューパクラス～

１０／２４
（日） 個性溢れる仮装に身を包み

～ハロウィンでトリック・オア・トリート！～

～ましけ町民スクール 第３回講座
　　「ＮＨＫラジオ公開収録 民謡をたずねて」～

情感豊かな歌声に酔いしれる１０／２３
（土）

　ましけさくら花の会（佐々木弘幸会長）や増毛
ライオンズクラブ（古村勝会長）らの協力を得て、
平成３０年から行われている「桜植樹祭」が今年
はメモリアルパーク１００で開催されました。
　参加した関係者ら約３０名が薄紅色の花を付け
るヤエザクラ１０本を植樹しました。
　堀町長は「このような植樹祭を少しでも多く開
催し、木と花に囲まれたうるおいのあるまちづく
りをしていきたいと思う」と話しました。

　日本を代表する民謡歌手が出演するＮＨＫ－ＦＭ
のラジオ番組「民謡をたずねて」の公開収録が町
文化センターで開催され、来場した町民１５０名
が民謡を堪能しました。
　公開収録は小山田裕輝さんの「道南口説」を皮
切りに、敬老会など様々な町内事業に足を運んで
くださっている山本裕美子さんの「北海荷方節」
など、約２時間にわたり計２０曲が歌い上げられ、
１曲ごとに大きな拍手が送られ、会場は盛り上が
りました。
　放送日が決まり次第、防災無線等でお知らせし
ます。

　ましけキッズ体験隊２０２１のピューパクラス
（３・４年生）の「ロープワーク・ワークショッ
プ」が町立体育館で開かれ、２２名が参加しまし
た。
　実生活や野外での活動において便利な「もやい
結び」と「自在結び」を身に付け、キャンプなど
で役立てもらうことを目的に実施。
　体験では、長さ約２メートルのロープが配られ
て、テキストを参考に講師の実演を見ながら、初
めてのロープワークに苦戦しながらも根気強く何
度も挑戦していました。

　町教育委員会主催の「ハロウィンでトリック・
オア・トリート！」が町内商店街などで開催され、
子供や保護者ら合わせて約９０名が参加しました。
　町総合交流促進施設元陣屋を出発し、町内の指
定された店舗に「トリック・オア・トリート！」
と元気な声で訪問してお菓子をもらいながら、宝
の地図に記入するキーワードを探して、１時間ほ
どかけて地図を完成させていました。
　完成した地図を持ってゴールの元陣屋に戻ると、
お菓子の詰め合わせがプレゼントされ、子供達は
両手いっぱいのお菓子に笑顔が溢れていました。

地域福祉の振興に
寄与した功績が称えられ

10／２６
（火）

１０／２８
（木）

ふるさとの味に
誇りを持ってもらいたい

～増毛産特別栽培米「ゆめぴりか」の寄贈～～幼児学校訪問・給食体験～

～留萌振興局長表彰の贈呈式～

１１／１２
（金）

笑顔溢れる
世代を超えた交流会

～暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会～

手作りのおもちゃでお出迎え！１１／５
（金）

　町特別栽培米研究会（成澤貫会長）から増毛産
特別栽培米「ゆめぴりか」が増毛中学校に２０キ
ロ、増毛小学校に２５キロ、町立認定こども園と
町立明和園に各５キロ寄贈されました。
　学校給食などに使用してもらい、ふるさとの味
に誇りを持ってもらいたいと昨年に続き寄贈。
　増毛産特別栽培米を受け取った藤田校長は「貴
重なお米をいただきありがたい。増毛産米がある
と知らない子供も多く、給食でＰＲしていきたい」
と感謝を伝えました。

　町教育委員会主催の「幼児学校訪問・給食体験」
が増毛小学校（矢藤典彦校長）で行われ、認定こど
も園あっぷる（鈴木善博園長）に通う来年小学校に
入学予定の園児１７名が、同校１年生２６名と交流
を深めたほか、初めての学校給食を味わいました。
　校内を見学した後、１年生が待つ教室に移動す
ると、１年生がそれぞれ作ったおもちゃを用意し
て園児たちを出迎え、一緒に遊んで交流を深めま
した。その後、初めての給食を体験して、来年の
小学校入学に心を躍らせました。

　留萌振興局長表彰の贈呈式が町役場３階大会議
室で行われ、留萌振興局の宇野稔弘局長から安藤
由美子さんと櫛引光夫さんに表彰状と記念品が贈
られました。
　同表彰は、地域福祉の振興などに寄与した功績
が称えられたもの。
　安藤さんと櫛引さんは共に、長年にわたり民生
委員・児童委員として強い責任感で地域住民の生
活上の各種相談対応をするなど、生活向上に尽力
しており、その功績が称えられ、この度表彰され
ることとなりました。

　暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会が町文
化センター大ホールで開かれ、同大学学生や同園
園児ら合わせて４８名が参加しました。
　園児たちが歌や手遊び、「YOSAKOIソーラン」
などの遊戯を元気いっぱい披露し、学生たちを楽
しませ、会場に大きな拍手が響き渡りました。
　その後、学生たちがねじり鉢巻きと法被を身に
まとい、気合いの入った「増毛音頭」を園児たち
に披露して交流を楽しみ、親睦を深めました。
　最後に同大学自治会から園児たちへ文房具がプ
レゼントされ、世代を超えた交流会に笑顔が溢れ
ました。
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「ロープワーク・
　ワークショップ」に挑戦

10／19
（火）

１０／２０
（水） 桜が似合うまち！増毛町！

～桜の植樹祭～～ましけキッズ探検隊２０２１ ピューパクラス～

１０／２４
（日） 個性溢れる仮装に身を包み

～ハロウィンでトリック・オア・トリート！～

～ましけ町民スクール 第３回講座
　　「ＮＨＫラジオ公開収録 民謡をたずねて」～

情感豊かな歌声に酔いしれる１０／２３
（土）

　ましけさくら花の会（佐々木弘幸会長）や増毛
ライオンズクラブ（古村勝会長）らの協力を得て、
平成３０年から行われている「桜植樹祭」が今年
はメモリアルパーク１００で開催されました。
　参加した関係者ら約３０名が薄紅色の花を付け
るヤエザクラ１０本を植樹しました。
　堀町長は「このような植樹祭を少しでも多く開
催し、木と花に囲まれたうるおいのあるまちづく
りをしていきたいと思う」と話しました。

　日本を代表する民謡歌手が出演するＮＨＫ－ＦＭ
のラジオ番組「民謡をたずねて」の公開収録が町
文化センターで開催され、来場した町民１５０名
が民謡を堪能しました。
　公開収録は小山田裕輝さんの「道南口説」を皮
切りに、敬老会など様々な町内事業に足を運んで
くださっている山本裕美子さんの「北海荷方節」
など、約２時間にわたり計２０曲が歌い上げられ、
１曲ごとに大きな拍手が送られ、会場は盛り上が
りました。
　放送日が決まり次第、防災無線等でお知らせし
ます。

　ましけキッズ体験隊２０２１のピューパクラス
（３・４年生）の「ロープワーク・ワークショッ
プ」が町立体育館で開かれ、２２名が参加しまし
た。
　実生活や野外での活動において便利な「もやい
結び」と「自在結び」を身に付け、キャンプなど
で役立てもらうことを目的に実施。
　体験では、長さ約２メートルのロープが配られ
て、テキストを参考に講師の実演を見ながら、初
めてのロープワークに苦戦しながらも根気強く何
度も挑戦していました。

　町教育委員会主催の「ハロウィンでトリック・
オア・トリート！」が町内商店街などで開催され、
子供や保護者ら合わせて約９０名が参加しました。
　町総合交流促進施設元陣屋を出発し、町内の指
定された店舗に「トリック・オア・トリート！」
と元気な声で訪問してお菓子をもらいながら、宝
の地図に記入するキーワードを探して、１時間ほ
どかけて地図を完成させていました。
　完成した地図を持ってゴールの元陣屋に戻ると、
お菓子の詰め合わせがプレゼントされ、子供達は
両手いっぱいのお菓子に笑顔が溢れていました。

地域福祉の振興に
寄与した功績が称えられ

10／２６
（火）

１０／２８
（木）

ふるさとの味に
誇りを持ってもらいたい

～増毛産特別栽培米「ゆめぴりか」の寄贈～～幼児学校訪問・給食体験～

～留萌振興局長表彰の贈呈式～

１１／１２
（金）

笑顔溢れる
世代を超えた交流会

～暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会～

手作りのおもちゃでお出迎え！１１／５
（金）

　町特別栽培米研究会（成澤貫会長）から増毛産
特別栽培米「ゆめぴりか」が増毛中学校に２０キ
ロ、増毛小学校に２５キロ、町立認定こども園と
町立明和園に各５キロ寄贈されました。
　学校給食などに使用してもらい、ふるさとの味
に誇りを持ってもらいたいと昨年に続き寄贈。
　増毛産特別栽培米を受け取った藤田校長は「貴
重なお米をいただきありがたい。増毛産米がある
と知らない子供も多く、給食でＰＲしていきたい」
と感謝を伝えました。

　町教育委員会主催の「幼児学校訪問・給食体験」
が増毛小学校（矢藤典彦校長）で行われ、認定こど
も園あっぷる（鈴木善博園長）に通う来年小学校に
入学予定の園児１７名が、同校１年生２６名と交流
を深めたほか、初めての学校給食を味わいました。
　校内を見学した後、１年生が待つ教室に移動す
ると、１年生がそれぞれ作ったおもちゃを用意し
て園児たちを出迎え、一緒に遊んで交流を深めま
した。その後、初めての給食を体験して、来年の
小学校入学に心を躍らせました。

　留萌振興局長表彰の贈呈式が町役場３階大会議
室で行われ、留萌振興局の宇野稔弘局長から安藤
由美子さんと櫛引光夫さんに表彰状と記念品が贈
られました。
　同表彰は、地域福祉の振興などに寄与した功績
が称えられたもの。
　安藤さんと櫛引さんは共に、長年にわたり民生
委員・児童委員として強い責任感で地域住民の生
活上の各種相談対応をするなど、生活向上に尽力
しており、その功績が称えられ、この度表彰され
ることとなりました。

　暑寒大学・認定こども園あっぷる交流会が町文
化センター大ホールで開かれ、同大学学生や同園
園児ら合わせて４８名が参加しました。
　園児たちが歌や手遊び、「YOSAKOIソーラン」
などの遊戯を元気いっぱい披露し、学生たちを楽
しませ、会場に大きな拍手が響き渡りました。
　その後、学生たちがねじり鉢巻きと法被を身に
まとい、気合いの入った「増毛音頭」を園児たち
に披露して交流を楽しみ、親睦を深めました。
　最後に同大学自治会から園児たちへ文房具がプ
レゼントされ、世代を超えた交流会に笑顔が溢れ
ました。
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最優秀賞

優秀賞

入　選

最優秀賞

優秀賞

入　選

増毛町フォトコンテスト２０２１ 結果発表

一般の部受賞作品

「遡　　上」
外賀　新一さん（留萌市）

作品についての一言

「思い出に刻む夏花火」
龍川　悠平さん（留萌市）

「岩老の夜空」
佐藤　心一さん（野塚町）

「漁港の朝」
増井　道英さん（苫小牧市）

「帰ったぞ～！母ちゃん！」
山下　ルミさん（旭川市）

「希望の花～アイノカタチ～」
石田　めぐみさん（北広島市）

　６月１日から１０月３１日まで募集していた「増毛町フォトコンテスト２０２１」にご参
加いただいた皆さま、素敵な写真をありがとうございました。
　一般の部４１作品、学生の部１９作品の中から、部門ごとに最優秀賞１点、優秀賞２点、
入選３点が決定しましたので、選考結果を発表します。

「信砂川に遡上してくる鮭と
  それを見つめる鳥が印象的でした。」

最優秀賞

優秀賞

入　選

学生の部受賞作品

「夕映えの水田」
工藤　奏人さん（別苅）

作品についての一言

文化センター、増毛駅舎で入賞作品をカラー写真で掲示いたします。
【掲示期間：１２月２４日（金）まで】

※増毛町ホームページでも入賞作品を掲載いたします。

【お問合せ先】役場町民課町民環境係（増毛町フォトコンテスト事務局） ☎０１６４ー５３－１１１２

「青春」
古川　優真さん（苫前町）

「旧増毛小学校」
小林　仁子さん（苫前町） 「海を見つめる４人と

  　　　　　４人を見つめる動物」
芳賀　友香さん（苫前町）

「歴史あふれる小学校」
佐藤　由奈さん（苫前町）

「増毛町といえば」
柏谷　梓早さん（南暑寒町）

「夕方のランニング途中、
  立ち止まるほどのキレイな風景。」

最優秀賞

優秀賞

入　選
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最優秀賞

優秀賞

入　選

最優秀賞

優秀賞

入　選

増毛町フォトコンテスト２０２１ 結果発表

一般の部受賞作品

「遡　　上」
外賀　新一さん（留萌市）

作品についての一言

「思い出に刻む夏花火」
龍川　悠平さん（留萌市）

「岩老の夜空」
佐藤　心一さん（野塚町）

「漁港の朝」
増井　道英さん（苫小牧市）

「帰ったぞ～！母ちゃん！」
山下　ルミさん（旭川市）

「希望の花～アイノカタチ～」
石田　めぐみさん（北広島市）

　６月１日から１０月３１日まで募集していた「増毛町フォトコンテスト２０２１」にご参
加いただいた皆さま、素敵な写真をありがとうございました。
　一般の部４１作品、学生の部１９作品の中から、部門ごとに最優秀賞１点、優秀賞２点、
入選３点が決定しましたので、選考結果を発表します。

「信砂川に遡上してくる鮭と
  それを見つめる鳥が印象的でした。」

最優秀賞

優秀賞

入　選

学生の部受賞作品

「夕映えの水田」
工藤　奏人さん（別苅）

作品についての一言

文化センター、増毛駅舎で入賞作品をカラー写真で掲示いたします。
【掲示期間：１２月２４日（金）まで】

※増毛町ホームページでも入賞作品を掲載いたします。

【お問合せ先】役場町民課町民環境係（増毛町フォトコンテスト事務局） ☎０１６４ー５３－１１１２

「青春」
古川　優真さん（苫前町）

「旧増毛小学校」
小林　仁子さん（苫前町） 「海を見つめる４人と

  　　　　　４人を見つめる動物」
芳賀　友香さん（苫前町）

「歴史あふれる小学校」
佐藤　由奈さん（苫前町）

「増毛町といえば」
柏谷　梓早さん（南暑寒町）

「夕方のランニング途中、
  立ち止まるほどのキレイな風景。」

最優秀賞

優秀賞

入　選



功　労　表　彰

功　績　表　彰

令和３年度増毛町表彰式
　令和３年度増毛町表彰式が１１月３日の文化の日に増毛町
文化センターで執り行われました。
　今年度は、功労表彰３名、功績表彰７名、勤続表彰６名の
計１６名が表彰され、堀町長から表彰状や記念品などが贈呈
されました。受賞された方は以下の通りです。（敬称略）

　平成１１年４月から平成１５年３月まで増毛町収入役として町政の推進に尽力、平成２１年９
月から令和３年５月まで増毛町表彰審議会会長を務め、町勢の振興に寄与されました。
　また、連合自治会長など数々の要職を歴任し、地域の活動に多大な貢献をされました。

　平成１６年１２月から増毛町民生委員児童委員協議会主任児童委員として、平成２４年４月か
ら副会長として社会福祉の充実に大きく寄与されました。
　また、増毛町明るい選挙推進協議会会長や社会福祉協議会副会長など数々の要職を歴任し、町
勢の振興に多大な貢献をされました。

　平成５年８月から増毛漁業協同組合理事、平成１９年１月から代表理事組合長として、漁業を
はじめ産業の振興発展に大きく寄与されました。
　また、公益社団法人北海道海難防止・水難救済センター理事長など数々の要職を歴任し、町勢
の振興に多大な貢献をされました。

【自治振興部門】

勤　続　表　彰
【増毛町職員３０年】

　平成１８年１月から永年にわたり第３５区自
治会長を務め、町勢の振興に寄与されました。

　平成１８年１月から永年にわたり第１８区自
治会長を務め、町勢の振興に寄与されました。

【社会事業部門】

　平成１４年５月から保護司として、また、令
和元年５月から留萌地区保護司会副会長を務め
るなど、社会福祉の充実に貢献されました。

【防災部門】

　昭和５５年２月から永年にわたり増毛町消防
団員を務め、平成１８年４月から分団長として、
地域の防災に寄与されました。

　平成２１年３月から永年にわたり増毛町民生
委員児童委員を務め、社会福祉の充実に貢献さ
れました。

　平成１９年１２月から永年にわたり増毛町民
生委員児童委員を務め、社会福祉の充実に貢献
されました。

　平成８年７月から永年にわたり増毛町交通指
導員を務め、町勢の振興に寄与されました。


















栄誉をたたえて表彰式

村木　忠夫（永寿町）

佐々木　康雄（中歌）

佐々木淳子（稲葉町）
忠鉢　一史（畠中町）
進藤　直美（畠中町）
佐藤　仁則（港　町）
若林　利行（見晴町）
玉田　　稔（舎　熊）

谷　暁雲（信砂）

佐藤　直（阿分）

櫛引　光夫（別苅）

安藤　由美子（南畠中町）

浜本　幸夫（別苅）

小瀧　幸雄（南畠中町）

南山　岩男（南暑寒町）

西野　憲一（岩老）
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新型コロナワクチン接種情報新型コロナワクチン接種情報

入れ歯で噛めていますか？❼

　入れ歯には大きく分けて、総入れ歯と部分入
れ歯があります。人によっていろいろ形があり
ますが、総入れ歯は歯ぐきのみで支え、部分入
れ歯は歯と歯ぐきで支えています。どちらにし
ても合わない入れ歯を使っていると、歯や歯ぐ
きに必要以上に負担をかけてしまい、入れ歯や
歯の寿命を短くしてしまう恐れがあります。今
現在、入れ歯を支える歯が弱ってきている、食
事や会話中に入れ歯が落ちそうになる、食べ物
が入れ歯の中にたまる、歯ぐきがやせて土手の
部分が減ってきている方は要注意です。
　定期的に歯ぐきと入れ歯が合っているかを確
認することをお勧めします。入れ歯安定剤にば
かり頼っていると、歯ぐきがさらにやせる恐れ
があります。定期的な調整も必要ですが、日ご
ろの手入れも重要です。

　入れ歯も自分の歯や歯ぐきと同じようにでこ
ぼこした形をしています。ということは汚れが
自然にたまりやすくなっているのです。入れ歯
の細かい汚れまでしっかり取るためには、見え
る汚れはしっかり取る必要があります。その上
で入れ歯洗浄剤を使うと効果的です。汚れがた
まったまま使用すると、口臭がしたり、歯ぐき
が荒れたり、体調に影響（誤嚥性肺炎の原因に
もなります）を及ぼす恐れがあります。
　お手入れできていますか？

無料で受けられる後期高齢者の歯科健診では、入れ
歯の具合のほか、口腔機能のチェックも実施します。
健診のご予約は、風間歯科医院５３ー１１６６へお願い
します。必ず受診票を持参して下さい。（ない場合は
保健指導係にご連絡下さい。）

野田聖子大臣（孤独・孤立対策担当）から
皆さんへのメッセージ

　新型コロナウイルスの影響が長引いている中で、
一人で悩みを抱え込んでいませんか。支援制度や
相談先があります。悩みを誰かに打ち明けること
は、決して恥ずかしいことではなくて、あなた自
身を守るために必要なこと、そう信じて前に進ん
でみてください。

https://notalone-cas.go.jp/

あなたはひとりじゃない　孤独・孤立対策

◆詳細はまだ決定されていませんが、２回接種完了が前提となります。２回目接種後、８か月を経過
　した後に、順次接種日程をご案内する予定です。高齢者等で６～７月に２回目を接種した方は、令
　和４年３～４月以降となる見込みです。　
◆３回目は、接種券（シール）がなくなり、接種券一体型予診票となります。オレンジ色の封筒で郵送
　しますので、なくさないようにお願いします。郵送するときは、防災無線でお知らせします。
◆３回目の案内は、国の接種記録システムに登録された内容を基に行います。登録誤り等により接種
　記録が確認できない場合がありますので、特に町外で接種した方は、時期が来ても接種券一体型予
　診票が届かない場合は、ご連絡をお願いします。また、２回接種後に転入された方は、接種券の発
　行申請が必要になりますので、ご連絡をお願いします。

◆１２歳になる方の接種については、個別にご案内しますので、もう少しお待ち下さい。
◆入院や治療、転入などで、１～２回目の集団接種を受けられなかったが、接種を希望する方は、保
　健指導係にご連絡下さい。
　ワクチン入荷がまだ不透明なため、他の方の３回目接種時に一緒に実施することになるかもしれま
　せん。保健指導係にご連絡頂いた方には、決まり次第個別にご連絡します。
★１０月３１日現在のワクチン接種率（１２歳以上の方の２回目）は、９１.７％です。

【お問合せ】福祉厚生課　保健指導係（☎ ５３ー３１１１）
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功　労　表　彰

功　績　表　彰

令和３年度増毛町表彰式
　令和３年度増毛町表彰式が１１月３日の文化の日に増毛町
文化センターで執り行われました。
　今年度は、功労表彰３名、功績表彰７名、勤続表彰６名の
計１６名が表彰され、堀町長から表彰状や記念品などが贈呈
されました。受賞された方は以下の通りです。（敬称略）

　平成１１年４月から平成１５年３月まで増毛町収入役として町政の推進に尽力、平成２１年９
月から令和３年５月まで増毛町表彰審議会会長を務め、町勢の振興に寄与されました。
　また、連合自治会長など数々の要職を歴任し、地域の活動に多大な貢献をされました。

　平成１６年１２月から増毛町民生委員児童委員協議会主任児童委員として、平成２４年４月か
ら副会長として社会福祉の充実に大きく寄与されました。
　また、増毛町明るい選挙推進協議会会長や社会福祉協議会副会長など数々の要職を歴任し、町
勢の振興に多大な貢献をされました。

　平成５年８月から増毛漁業協同組合理事、平成１９年１月から代表理事組合長として、漁業を
はじめ産業の振興発展に大きく寄与されました。
　また、公益社団法人北海道海難防止・水難救済センター理事長など数々の要職を歴任し、町勢
の振興に多大な貢献をされました。

【自治振興部門】

勤　続　表　彰
【増毛町職員３０年】

　平成１８年１月から永年にわたり第３５区自
治会長を務め、町勢の振興に寄与されました。

　平成１８年１月から永年にわたり第１８区自
治会長を務め、町勢の振興に寄与されました。

【社会事業部門】

　平成１４年５月から保護司として、また、令
和元年５月から留萌地区保護司会副会長を務め
るなど、社会福祉の充実に貢献されました。

【防災部門】

　昭和５５年２月から永年にわたり増毛町消防
団員を務め、平成１８年４月から分団長として、
地域の防災に寄与されました。

　平成２１年３月から永年にわたり増毛町民生
委員児童委員を務め、社会福祉の充実に貢献さ
れました。

　平成１９年１２月から永年にわたり増毛町民
生委員児童委員を務め、社会福祉の充実に貢献
されました。

　平成８年７月から永年にわたり増毛町交通指
導員を務め、町勢の振興に寄与されました。



















栄誉をたたえて表彰式

村木　忠夫（永寿町）

佐々木　康雄（中歌）

佐々木淳子（稲葉町）
忠鉢　一史（畠中町）
進藤　直美（畠中町）
佐藤　仁則（港　町）
若林　利行（見晴町）
玉田　　稔（舎　熊）

谷　暁雲（信砂）

佐藤　直（阿分）

櫛引　光夫（別苅）

安藤　由美子（南畠中町）

浜本　幸夫（別苅）

小瀧　幸雄（南畠中町）

南山　岩男（南暑寒町）

西野　憲一（岩老）
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新型コロナワクチン接種情報新型コロナワクチン接種情報

入れ歯で噛めていますか？❼

　入れ歯には大きく分けて、総入れ歯と部分入
れ歯があります。人によっていろいろ形があり
ますが、総入れ歯は歯ぐきのみで支え、部分入
れ歯は歯と歯ぐきで支えています。どちらにし
ても合わない入れ歯を使っていると、歯や歯ぐ
きに必要以上に負担をかけてしまい、入れ歯や
歯の寿命を短くしてしまう恐れがあります。今
現在、入れ歯を支える歯が弱ってきている、食
事や会話中に入れ歯が落ちそうになる、食べ物
が入れ歯の中にたまる、歯ぐきがやせて土手の
部分が減ってきている方は要注意です。
　定期的に歯ぐきと入れ歯が合っているかを確
認することをお勧めします。入れ歯安定剤にば
かり頼っていると、歯ぐきがさらにやせる恐れ
があります。定期的な調整も必要ですが、日ご
ろの手入れも重要です。

　入れ歯も自分の歯や歯ぐきと同じようにでこ
ぼこした形をしています。ということは汚れが
自然にたまりやすくなっているのです。入れ歯
の細かい汚れまでしっかり取るためには、見え
る汚れはしっかり取る必要があります。その上
で入れ歯洗浄剤を使うと効果的です。汚れがた
まったまま使用すると、口臭がしたり、歯ぐき
が荒れたり、体調に影響（誤嚥性肺炎の原因に
もなります）を及ぼす恐れがあります。
　お手入れできていますか？

無料で受けられる後期高齢者の歯科健診では、入れ
歯の具合のほか、口腔機能のチェックも実施します。
健診のご予約は、風間歯科医院５３ー１１６６へお願い
します。必ず受診票を持参して下さい。（ない場合は
保健指導係にご連絡下さい。）

野田聖子大臣（孤独・孤立対策担当）から
皆さんへのメッセージ

　新型コロナウイルスの影響が長引いている中で、
一人で悩みを抱え込んでいませんか。支援制度や
相談先があります。悩みを誰かに打ち明けること
は、決して恥ずかしいことではなくて、あなた自
身を守るために必要なこと、そう信じて前に進ん
でみてください。

https://notalone-cas.go.jp/

あなたはひとりじゃない　孤独・孤立対策

◆詳細はまだ決定されていませんが、２回接種完了が前提となります。２回目接種後、８か月を経過
　した後に、順次接種日程をご案内する予定です。高齢者等で６～７月に２回目を接種した方は、令
　和４年３～４月以降となる見込みです。　
◆３回目は、接種券（シール）がなくなり、接種券一体型予診票となります。オレンジ色の封筒で郵送
　しますので、なくさないようにお願いします。郵送するときは、防災無線でお知らせします。
◆３回目の案内は、国の接種記録システムに登録された内容を基に行います。登録誤り等により接種
　記録が確認できない場合がありますので、特に町外で接種した方は、時期が来ても接種券一体型予
　診票が届かない場合は、ご連絡をお願いします。また、２回接種後に転入された方は、接種券の発
　行申請が必要になりますので、ご連絡をお願いします。

◆１２歳になる方の接種については、個別にご案内しますので、もう少しお待ち下さい。
◆入院や治療、転入などで、１～２回目の集団接種を受けられなかったが、接種を希望する方は、保
　健指導係にご連絡下さい。
　ワクチン入荷がまだ不透明なため、他の方の３回目接種時に一緒に実施することになるかもしれま
　せん。保健指導係にご連絡頂いた方には、決まり次第個別にご連絡します。
★１０月３１日現在のワクチン接種率（１２歳以上の方の２回目）は、９１.７％です。

【お問合せ】福祉厚生課　保健指導係（☎ ５３ー３１１１）
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３回目接種について（１１月１０日現在の情報）
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１２月からロードヒーティングの運転を開始しました
　例年、冬季に開始しておりますロードヒーティングを１２月
３日（金）より運転いたしました。
　ただし、ロードヒーティング施設の老朽化、融雪機能が随所
に低下していることに加え、電気料の経費削減をはかる目的で
ロードヒーティングの運行期間短縮や休止を図ります。なお、
安全確保のため、代替措置としてスリップ防止剤の散布を行い
ます。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　スリップ防止剤を散布いたしますが、通行される方はスピー
ドの出し過ぎ等に十分注意し、安全運転を心がけてください。

【お問合せ先】役場建設課・管理係（☎５３ー１１１５）

業務に除雪
①路上駐車はやめましょう

②道路に雪を捨てないでください

③雪捨て場所について

【お問合せ先】
国道：留萌開発建設部・道路課

（☎４２ー３１６８）

（☎４２ー１８４９）

（☎５３ー１１１５）

（☎５３ー３８１０）

道道：留萌建設管理部・事業室事業課

町道：増毛町役場・建設課管理係

町道：増毛産業振興協同組合

④除雪機械による除排雪について

⑤流雪溝の管理運営について

ご協力ください！
　早朝の除雪時に路上駐車をしている車が数多く見受けられます。吹雪の時は確認が困難であり、追突・
接触等により損傷を受ける場合もありますので、路上での終夜駐車は絶対しないでください。また、所用
で駐車している場合に除雪車が来たら支障のない場所に移動してください。

　除雪道路内に自宅玄関先や裏小路の雪を捨てている人が多数見受けられます。雪を捨てると道路幅が狭
くなり、交通の安全性を害しますので、除雪道路内には捨てず道路外に捨てるようにしてください。

　個人や会社が除雪機械により除排雪する時は、河川（永寿川、
錦川等）や道路には投雪しないでください。また、公共施設（縁
石、フェンス、側溝、橋欄干等）の損傷には十分注意し、万一、
損傷したときは直ちに報告してください。

　流雪溝を利用される方は、約束事項を守って、事故の無いよ
うに使用しましょう。
　また、気象状況により中止とする場合があります。その場合
は防災無線等により、お知らせします。

　商店・事業所等の個人が排雪する場合の雪捨て場は、暑寒海浜キャンプ場（旧暑寒海水浴場）として
おりますので、道路には絶対に投雪せず運搬排雪をお願いします。
　また、石・土砂等が混じり、汚染公害を招く廃棄物は捨てないでください。なお、ゴミの不法投棄は
法律により罰せられますので絶対に捨てないでください。
　共同使用の雪捨て場ですので、皆さんのご協力お願いします。

１２月からロードヒーティングの運転を開始しました

　道町民税、固定資産税、国民健康保険税及び軽自動車税の納め忘れはありませんか。
　本町では、１２月を「年末諸税特別徴収月間」として、町税等の滞納者には催告書の発送や自宅・勤務
先を訪問しての徴収及び給与・預貯金の差押えを実施します。
　納税されていない方は早急に納税されるか、納税について必ずご連絡ください。
　多くの方はルールを守り納税されています。税金は、皆さんの暮らしを支える貴重な財源です。納税へ
のご理解とご協力をお願いします。 【お問合せ先】役場税務課・納税係（☎５３ー１１１４）
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短縮路線は、役場～留萌信用金庫増毛
支店と役場～神社下までの２路線で、
１２月３日（金）から２月２８日（月）まで
の運転といたします。
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す
。

■
住
宅
所
在
地

①
南
暑
寒
町
５
丁
目

②
南
暑
寒
町
７
丁
目

■
団
地
名
・
募
集
戸
数

①
南
暑
寒
５
丁
目
団
地　

５
戸

※
全
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

②
ア
ッ
プ
ル
団
地　

２
戸

※
全
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
住
宅
料

①
１
３
，
９
０
０
円

　
　
　

～
２
６
，
８
０
０
円
程
度

②
１
９
，
４
０
０
円

　
　
　

～
３
０
，
０
０
０
円
程
度

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い
こ

　

と
（
所
得
が
月
額
１
５
８
，
０

　

０
０
円
以
下
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　

役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込
書

　

を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添
え

　

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

役
場
建
設
課
・
建
築
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
５
）
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募
　
　
集

認
定
こ
ど
も
園
あ
っ
ぷ
る

の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

会
計
年
度
任
用
職
員

町
立
明
和
園

町
営
住
宅
空
家
情
報

　
　

 

（
１２
月
１
日
現
在
）

１２月からロードヒーティングの運転を開始しました
　例年、冬季に開始しておりますロードヒーティングを１２月
３日（金）より運転いたしました。
　ただし、ロードヒーティング施設の老朽化、融雪機能が随所
に低下していることに加え、電気料の経費削減をはかる目的で
ロードヒーティングの運行期間短縮や休止を図ります。なお、
安全確保のため、代替措置としてスリップ防止剤の散布を行い
ます。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　スリップ防止剤を散布いたしますが、通行される方はスピー
ドの出し過ぎ等に十分注意し、安全運転を心がけてください。

【お問合せ先】役場建設課・管理係（☎５３ー１１１５）

業務に除雪
①路上駐車はやめましょう

②道路に雪を捨てないでください

③雪捨て場所について

【お問合せ先】
国道：留萌開発建設部・道路課

（☎４２ー３１６８）

（☎４２ー１８４９）

（☎５３ー１１１５）

（☎５３ー３８１０）

道道：留萌建設管理部・事業室事業課

町道：増毛町役場・建設課管理係

町道：増毛産業振興協同組合

④除雪機械による除排雪について

⑤流雪溝の管理運営について

ご協力ください！
　早朝の除雪時に路上駐車をしている車が数多く見受けられます。吹雪の時は確認が困難であり、追突・
接触等により損傷を受ける場合もありますので、路上での終夜駐車は絶対しないでください。また、所用
で駐車している場合に除雪車が来たら支障のない場所に移動してください。

　除雪道路内に自宅玄関先や裏小路の雪を捨てている人が多数見受けられます。雪を捨てると道路幅が狭
くなり、交通の安全性を害しますので、除雪道路内には捨てず道路外に捨てるようにしてください。

　個人や会社が除雪機械により除排雪する時は、河川（永寿川、
錦川等）や道路には投雪しないでください。また、公共施設（縁
石、フェンス、側溝、橋欄干等）の損傷には十分注意し、万一、
損傷したときは直ちに報告してください。

　流雪溝を利用される方は、約束事項を守って、事故の無いよ
うに使用しましょう。
　また、気象状況により中止とする場合があります。その場合
は防災無線等により、お知らせします。

　商店・事業所等の個人が排雪する場合の雪捨て場は、暑寒海浜キャンプ場（旧暑寒海水浴場）として
おりますので、道路には絶対に投雪せず運搬排雪をお願いします。
　また、石・土砂等が混じり、汚染公害を招く廃棄物は捨てないでください。なお、ゴミの不法投棄は
法律により罰せられますので絶対に捨てないでください。
　共同使用の雪捨て場ですので、皆さんのご協力お願いします。

１２月からロードヒーティングの運転を開始しました

　道町民税、固定資産税、国民健康保険税及び軽自動車税の納め忘れはありませんか。
　本町では、１２月を「年末諸税特別徴収月間」として、町税等の滞納者には催告書の発送や自宅・勤務
先を訪問しての徴収及び給与・預貯金の差押えを実施します。
　納税されていない方は早急に納税されるか、納税について必ずご連絡ください。
　多くの方はルールを守り納税されています。税金は、皆さんの暮らしを支える貴重な財源です。納税へ
のご理解とご協力をお願いします。 【お問合せ先】役場税務課・納税係（☎５３ー１１１４）

【
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

  

運
行
期
間
短
縮
箇
所
図
】

短縮路線は、役場～留萌信用金庫増毛
支店と役場～神社下までの２路線で、
１２月３日（金）から２月２８日（月）まで
の運転といたします。

１２月は です

問



　

冬
に
吹
雪
で
見
通
し
の
き
か
な

い
道
路
で
は
通
行
止
め
の
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
か
ら
進

入
す
る
と
、
吹
き
だ
ま
り
に
衝
突

し
た
り
、
車
両
が
ス
タ
ッ
ク
し
孤

立
す
る
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
重

大
な
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

大
変
危
険
で
す
の
で
指
定
さ
れ

た
迂
回
路
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は
次

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

【
通
行
規
制
情
報
】

（
北
海
道
地
区
道
路
情
報
）

https://info-road.hkd.m
lit.

go.jp/R
oadInfo/index.htm

　

留
萌
振
興
局
留
萌
建
設
管
理
部

　

維
持
管
理
課

　
（
☎
４
２
ー
８
３
６
９
）

○
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す

　

お
酒
を
飲
む
と
わ
ず
か
な
量
で

も
運
転
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
重
大
事
故
を
起
こ
す
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
二
日
酔
い
で

の
運
転
も
「
飲
酒
運
転
」
で
す
。

深
酒
し
た
後
の
運
転
や
、
身
体
に

ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
る
場
合

は
、
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
以
外
も

処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

車
を
運
転
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

人
に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、
お
酒

を
飲
ん
で
い
る
人
に
車
を
提
供
し

た
り
、
飲
酒
運
転
の
車
に
同
乗
し

た
場
合
は
、
飲
酒
運
転
と
同
様
に

処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

で
飲
酒
運
転
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

仲
間
と
車
で
飲
食
店
に
行
く
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
お
酒
を
飲
ま
な

い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を

決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま

で
送
り
届
け
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
情
報
の
提
供
を

　

北
海
道
警
察
で
は
、
悪
質
な
飲

酒
運
転
を
根
絶
す
る
目
的
で
、「
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
」
を
運

用
し
て
い
ま
す
。「
今
ま
さ
に
、

飲
酒
運
転
を
し
そ
う
！
し
て
い

る
！
」
等
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
受

付
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
場
合
ま
た
は
す
ぐ
に
対

応
が
必
要
な
場
合
は
、
１
１
０
番

通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

留
萌
警
察
署

　
（
☎
４
２
ー
０
１
１
０
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
じ
く
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
１

月
か
ら
同
年
12
月
ま
で
の
１
年
間

に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
で
、
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
自
身
の
保
険
料
だ

け
で
は
な
く
、
家
族
（
配
偶
者
や

子
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ

の
保
険
料
も
全
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書

な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
書
を
提
出

す
る
と
き
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
て
く
る「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）」
控
除
証
明
書

か
領
収
証
書
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
税
法
上
で
も
有
利

な
制
度
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、

納
め
忘
れ
の
無
い
よ
う
口
座
振
替

の
利
用
も
可
能
で
す
の
で
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

留
萌
年
金
事
務
所

　
（
☎
４
３
ー
７
２
１
１
）
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問

通
行
規
制
区
間
へ
の

進
入
の
危
険
性
に
つ
い
て

飲
酒
運
転
の
根
絶
に

つ
い
て

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す

お
知
ら
せ

西
原
腎
・
泌
尿
器
科

　
　
　
　
　
ク
リ
ニ
ッ
ク

◇
日
曜
当
番
医
◇

【
１２
月
１９
日
】（
留
萌
市
）

（
花
園
町
１ 

☎
４
２
ー
５
０
１
１
）

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜
間

　

診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問

　増
毛
町
で
は
、
町
民
を
対

象
に
、
歩
行
器
（
シ
ル
バ
ー

カ
ー
）
や
杖
、
車
い
す
等
を

試
し
に
使
っ
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
冬
は
歩
行
器
（
シ
ル
バ
ー

カ
ー
）
の
車
輪
が
雪
に
う
も

れ
て
使
え
な
く
な
る
」
と
い

う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
内
在
住
の
大
工
さ
ん
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
ミ
ニ
ス

キ
ー
を
つ
け
て
雪
道
用
に
改

良
し
て
み
ま
し
た
。

　試
用
を
ご
希
望
の
方
は
、

増
毛
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
５
３
ー
３
１
１
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。































雪
道
用
歩
行
器
を

　試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

雪
道
用
歩
行
器
を

　試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



　

増
毛
町
で
は
、
高
齢
者
の
雪
道

で
の
転
倒
を
防
止
す
る
た
め
に
、

積
雪
凍
結
時
に
自
宅
前
な
ど
に
ま

く
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り

砕
石
「
ま
く
べ
い
」
を
無
償
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。　

　

今
年
度
も
、
増
毛
町
黒
岩
砕
石

事
業
所
で
製
造
し
た「
ま
く
べ
い
」

を
６
０
０
本
配
布
し
ま
す
。
高
齢

者
が
い
る
世
帯
に
「
１
軒
あ
た
り

２
本
」
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
左
記
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
雪
が
解
け
た
後
、
道
路

に
残
っ
た
「
ま
く
べ
い
」
は
、
ま

い
た
人
が
掃
除
す
る
よ
う
御
協
力

願
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

役
場
福
祉
厚
生
課
・
民
生
係

　
（
☎
５
３
ー
３
１
１
１
）

　

生
活
や
仕
事
に
関
す
る
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
事

前
予
約
制
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

■
対
象
者

　

生
活
・
仕
事
な
ど
で
お
困
り
の

　

方
■
開
催
日

　

12
月
22
日
（
水
）

■
時
間

①
13
時
30
分
～

②
14
時
30
分
～

■
場
所

　

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

■
申
込
期
限

　

12
月
21
日
（
火
）
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

　

る
も
い
生
活

　
　

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
６
ー
１
６
１
６
）

　

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
を

増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
設

し
ま
す
。
人
権
や
家
庭
内
問
題
、

お
金
の
貸
し
借
り
、
い
じ
め
等
自

分
で
考
え
て
も
解
決
で
き
な
い
、

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
費
用
は
無
料
で
、
相
談

内
容
は
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
12
日
（
日
）

　

10
時
00
分
～
12
時
00
分

■
場
所

　

増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他

　

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日

　

増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
直
接

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

役
場
町
民
課
・
戸
籍
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
２
）

　

町
民
生
活
並
び
に
経
済
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
水
道
と
下
水
道

の
基
本
料
金
を
令
和
３
年
12
月
請

求
分
か
ら
令
和
４
年
１
月
請
求
分

ま
で
減
免
し
ま
す
。

（
メ
ー
タ
ー
使
用
料
と
超
過
料
金

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
請
求

い
た
し
ま
す
。）

　

な
お
、
減
免
に
あ
た
っ
て
皆
様

に
お
願
い
す
る
手
続
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

役
場
上
下
水
道
課

　
（
☎
５
３
ー
１
１
５
２
）

　

12
月
１
日
よ
り
利
用
時
間
を
左

記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、休
館
日
（
日
曜
日
の
み
）

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
変
更
内
容
】

　
火
・
水
曜
日
の
営
業
時
間
が
、

○
10
時
00
分
～
20
時
00
分

　
　
　
　
　
↓

○
10
時
00
分
～
21
時
00
分

　
に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

　
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

　
し
ま
す
。

※
火
・
水
曜
日
の
終
了
時
間
を
１

　

時
間
延
長
し
ま
す
。

※
火
・
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

　

祝
日
の
利
用
時
間
（
13
時
～
18

　

時
）
と
な
り
ま
す
。

　

役
場
町
民
課
・
保
険
年
金
係

　
（
☎
５
３
ー
１
１
１
３
）

広報ましけ　2021.1213

問新着本案内 総合交流促進施設元陣屋（電話 53–3522）
黒牢城（こくろうじょう） 自然と人とヒグマの暮らし米澤　穂信　著 伊藤　彰浩　写真

伊藤　かおり　文
　戦国時代。織田信長に反抗し城
に立てこもった荒木村重は、城
内で起きる難事件に翻弄されてい
た。事件を解決するため村重は、
織田方の天才軍師・黒田官兵衛に
謎を解くよう求めるが…

　北海道の東の端にある知床半
島。貴重な自然が残された場所
ですが、ヒグマが人をおそう事
件も起こっています。人とヒグ
マが安全に暮らすために、我々
はどうすればよいのでしょうか。

問

問 問

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
　
　

  

（
事
前
予
約
制
）

砕
石
ペ
ッ
ト
「
ま
く
べ
い
」

の
配
布
に
つ
い
て

特
設
人
権
心
配
ご
と

相
談
所
の
ご
案
内

水
道
・
下
水
道
基
本
料
金

の
減
免
に
つ
い
て

「
ら
・
さ
ん
て
」の
利
用

時
間
変
更
の
お
知
ら
せ
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小
西

　吉
照
さ
ん
（
南
畠
中
町
）

社
会
福
祉
に
（
香
典
の
一
部
か
ら
）

野
呂

　好
美
さ
ん
（
南
永
寿
町
）

社
会
福
祉
に

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

横
山

　初
美
さ
ん
（
弁
天
町
）
４７ 

ー
１
区
自
治
会
へ

中
村

　洋
通
さ
ん
（
札
幌
市
）
２７
区
自
治
会
へ

蝦
名

　亞
椰
子
さ
ん
（
箸
別
）
１６ 

区
自
治
会
へ

香
典
の
一
部
か
ら

役場上下水道課（☎５３－１１５２）

役場税務課・税務係（☎５３－１１１４）

上下水道料金

国民健康保険税（第６期）

１２月２７日（月）

１２月３０日（木）

町税等の納期について

3,913
1,796
2,117
2,094

－１２
－６
－６
－６

１１

１１月１日～１１月３０日届出分

役
場
町
民
課
・町
民
環
境
係
（
☎ 

５
３
ー
１
１
１
２
）

【
１
月
号
へ
の
掲
載
希
望

　１２
月
１３
日（
月
）ま
で
】

　一年の終わりを迎えるに当たり、何かと忙しくなることで火災に対する警戒心が緩みがちになります。各家庭及び事業
所等では、火気の使用に十分注意し、以下の項目を守り、火災のない安全・安心な一年を迎えられるようにしましょう。

〈一般家庭での注意点〉
●ガスコンロ等の調理器具、暖房器具を安全に使用し、取扱
　いを確認しましょう。
●就寝時または外出時は必ず火の元を確認しましょう。
●放火を防止するために、燃えやすい物はしっかりと管理し、
　物置は必ず施錠しましょう。
●住宅用火災警報器の維持管理を行いましょう。

〈飲食店等の多数出入りする施設での注意点〉
●防火管理を行い、夜間の巡視を実施しましょう。
●消防用設備等の点検・整備をしましょう。
●消火作業及び避難時に障害となる物件の除去をしましょう。

〈休日中の事務所等での注意点〉
●火気管理及び通報体制の整備、部外者の侵入防止等、警備
　体制の確認をしましょう。

【お問合せ先】増毛町消防本部予防課（☎５３ー２１７５）

歳 末 火 災 予 防 運 動 期間：令和３年１２月２５日〜３１日

年末年始休業のお知らせ

留萌振興局などの道の機関

休業日 時間帯注意
１２月

２５ ２６
（土）

２７
（日）

２８
（月）

２９
（火）

３０
（水）

３１
（木）

１
（金）

２
（土）

３
（日）

４
（月）

５
（火）

６
（水）

７
１月

役場、健康一番館　※１
教育委員会

証明書自動交付機　※２ ※２ ※２

※４

市街診療所　※３
元陣屋
町立体育館
屋内グランド
暑寒別岳スキー場　※４
ごみの収集
し尿くみ取り　※５
ましけ葬苑
ら・さんて

文化センター（貸館業務）

※１　死亡や出生、婚姻届などは、役場で日直者が受け付けます（８時４５分～１７時１５分）。
※２　証明書自動交付機の使用は、１２月２９日（水）・３０日（木）は１７時までです。
※３　急病により休診日に診療を希望される方は、事前に市街診療所（☎５３ー１８１１）へ連絡していただき、
　　　症状などをお知らせ願います。
※４　暑寒別岳スキー場の営業は、１２月３１日（金）は１５時に営業終了します。
※５　年内のくみ取りの申込は、１２月２５日（土）１１時３０分までに（株）増毛清掃（☎５３ー２５７４）へ連絡し
　　　てください。
　　　新年のくみ取りの申込は、１月６日（水）から受付を開始します。なお、１月、２月中の土曜日・日曜
　　　日・祝日は休みになります。

　年末年始のごみの収集日程については下記のとおりとなりますのでご注意ください。年末年始の
時期には、ごみ排出量の増加などのため、すべてのものがステーションに入りきらない可能性があ
ります。資源物を外に置くなどの工夫をお願いします。また、普段よりごみの収集時間が遅くなる
場合がありますので、ご了承願います。

※１２／３１（金）から１／３（月）までは、各ごみ処理場への直接搬入も休みとなります。

年末年始のごみ出しにご注意！

日
１２／２６

２

２７
生ごみ
粗大ごみ
３
収集なし

４
可燃ごみ

５ ６
生ごみ

７
不燃ごみ
かん・びん

２８
可燃ごみ
資源１

２９
ペットボトル
プラ製容器

ペットボトル
プラ製容器

３０ ３１
生ごみ

１／１
収集なし

８

月 火 水 木 金 土

～年末年始の時期にごみを集中して出さないようにご協力をお願いします～

◇年末年始ごみ収集スケジュール◇

【お問合せ】役場町民課・町民環境係（☎５３ー１１１２）

（木）（金）
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小
西

　吉
照
さ
ん
（
南
畠
中
町
）

社
会
福
祉
に
（
香
典
の
一
部
か
ら
）

野
呂

　好
美
さ
ん
（
南
永
寿
町
）

社
会
福
祉
に

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

横
山

　初
美
さ
ん
（
弁
天
町
）
４７ 

ー
１
区
自
治
会
へ

中
村

　洋
通
さ
ん
（
札
幌
市
）
２７
区
自
治
会
へ

蝦
名

　亞
椰
子
さ
ん
（
箸
別
）
１６ 

区
自
治
会
へ

香
典
の
一
部
か
ら

役場上下水道課（☎５３－１１５２）

役場税務課・税務係（☎５３－１１１４）

上下水道料金

国民健康保険税（第６期）

１２月２７日（月）

１２月３０日（木）

町税等の納期について

3,913
1,796
2,117
2,094

－１２
－６
－６
－６

１１

１１月１日～１１月３０日届出分

役
場
町
民
課
・町
民
環
境
係
（
☎ 

５
３
ー
１
１
１
２
）

【
１
月
号
へ
の
掲
載
希
望

　１２
月
１３
日（
月
）ま
で
】

　一年の終わりを迎えるに当たり、何かと忙しくなることで火災に対する警戒心が緩みがちになります。各家庭及び事業
所等では、火気の使用に十分注意し、以下の項目を守り、火災のない安全・安心な一年を迎えられるようにしましょう。

〈一般家庭での注意点〉
●ガスコンロ等の調理器具、暖房器具を安全に使用し、取扱
　いを確認しましょう。
●就寝時または外出時は必ず火の元を確認しましょう。
●放火を防止するために、燃えやすい物はしっかりと管理し、
　物置は必ず施錠しましょう。
●住宅用火災警報器の維持管理を行いましょう。

〈飲食店等の多数出入りする施設での注意点〉
●防火管理を行い、夜間の巡視を実施しましょう。
●消防用設備等の点検・整備をしましょう。
●消火作業及び避難時に障害となる物件の除去をしましょう。

〈休日中の事務所等での注意点〉
●火気管理及び通報体制の整備、部外者の侵入防止等、警備
　体制の確認をしましょう。

【お問合せ先】増毛町消防本部予防課（☎５３ー２１７５）

歳 末 火 災 予 防 運 動 期間：令和３年１２月２５日〜３１日

年末年始休業のお知らせ

留萌振興局などの道の機関

休業日 時間帯注意
１２月

２５ ２６
（土）

２７
（日）

２８
（月）

２９
（火）

３０
（水）

３１
（木）

１
（金）

２
（土）

３
（日）

４
（月）

５
（火）

６
（水）

７
１月

役場、健康一番館　※１
教育委員会

証明書自動交付機　※２ ※２ ※２

※４

市街診療所　※３
元陣屋
町立体育館
屋内グランド
暑寒別岳スキー場　※４
ごみの収集
し尿くみ取り　※５
ましけ葬苑
ら・さんて

文化センター（貸館業務）

※１　死亡や出生、婚姻届などは、役場で日直者が受け付けます（８時４５分～１７時１５分）。
※２　証明書自動交付機の使用は、１２月２９日（水）・３０日（木）は１７時までです。
※３　急病により休診日に診療を希望される方は、事前に市街診療所（☎５３ー１８１１）へ連絡していただき、
　　　症状などをお知らせ願います。
※４　暑寒別岳スキー場の営業は、１２月３１日（金）は１５時に営業終了します。
※５　年内のくみ取りの申込は、１２月２５日（土）１１時３０分までに（株）増毛清掃（☎５３ー２５７４）へ連絡し
　　　てください。
　　　新年のくみ取りの申込は、１月６日（水）から受付を開始します。なお、１月、２月中の土曜日・日曜
　　　日・祝日は休みになります。

　年末年始のごみの収集日程については下記のとおりとなりますのでご注意ください。年末年始の
時期には、ごみ排出量の増加などのため、すべてのものがステーションに入りきらない可能性があ
ります。資源物を外に置くなどの工夫をお願いします。また、普段よりごみの収集時間が遅くなる
場合がありますので、ご了承願います。

※１２／３１（金）から１／３（月）までは、各ごみ処理場への直接搬入も休みとなります。

年末年始のごみ出しにご注意！

日
１２／２６

２

２７
生ごみ
粗大ごみ
３
収集なし

４
可燃ごみ

５ ６
生ごみ

７
不燃ごみ
かん・びん

２８
可燃ごみ
資源１

２９
ペットボトル
プラ製容器

ペットボトル
プラ製容器

３０ ３１
生ごみ

１／１
収集なし

８

月 火 水 木 金 土

～年末年始の時期にごみを集中して出さないようにご協力をお願いします～

◇年末年始ごみ収集スケジュール◇

【お問合せ】役場町民課・町民環境係（☎５３ー１１１２）

（木）（金）



月

日

月

火

生

生

可 燃 資源1

プ ラペット

生 木

プ ラペット

可 燃

生 粗 大

不 燃 か・び

不 燃 か・び

不 燃 か・び

生 金属・危険

可 燃

プ ラペット

生 資源2

生 資源2

水

火

水

金

土

木

金

土

木

木

金

水

日

月

土

日

月

火

7

１２

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

2１

22

23

24

25

26

27

●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種
　　15：30～16：00　市街診療所
●英会話教室　19：00～20：00　文化センター

●乳幼児相談　9：30～11：30　健康一番館
●ベビーマッサージ教室　10：00～11：00
　　健康一番館

●関節健康トレーニング　10：30～11：30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　18：30～19：30
　　文化センター

●関節健康トレーニング　10：30～11：30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　18：30～19：30
　　文化センター

●関節健康トレーニング　10：30～11：30
　　健康一番館
●ストレッチヨガ　18：30～19：30
　　文化センター

●町民健康相談　9：00～11：30　健康一番館

●特定人権心配ごと相談所　10：00～12：00
　　文化センター

●ふまねっと教室　13：00～14：00
　　文化センター

●広報ましけ１月号発行

●暑寒別岳スキー場オープン予定　10：00～

●ましけキッズ体験隊２０２１閉校式
●四種混合・Ｂ型肝炎・ロタ予防接種
　　15：30～16：00　市街診療所
●英会話教室　19：00～20：00　文化センター

●BCG・麻疹風疹・水痘予防接種
　　15：30～16：00　市街診療所
●英会話教室　19：00～20：00　文化センター

●ザ・サーキットforビギナーズ
　①18：30～ ②19：10～　文化センター

●ザ・サーキットforビギナーズ
　①18：30～ ②19：10～　文化センター

●ザ・サーキットforビギナーズ
　①18：30～ ②19：10～　文化センター

☆粗大ごみ申込受付最終日

家庭ごみの収集日について
マ
ー
ク
の
見
方

生ごみ 可燃系埋立ごみ 不燃系埋立ごみ プラ製容器 ペットボトル
金属類、危険ごみ 粗大ごみかん、びん 木くず

紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール 新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

生

木 金属・危険

可 燃 不 燃

粗 大

プ ラ ペット

か・び

資源1 資源2

粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日） ■ 留萌南部衛生組合（電話43-2555・43-2588）問
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。 粗大ごみ収集の申込は9：00～17：00（受付最終日は15：00）ま
　でに、 留萌南部衛生組合 （電話43-2555・43-2588）に電話申込してください。 その際にステーション番号を忘れずに
　伝えてください。
※ 「ごみ分別ハンドブック」 では、申込は2日前の15：00までとなっていますが、 増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
　その前日） の15：00までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、 当該粗大ごみに貼り付け、 収集日の9：00までにごみステーション横又は
　自宅前に出してください。
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